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１、 試験試料 
アンチスタＨ―――高解離性有機電解質とボロン化合物とのハイブリッド水溶液 
アンチスタＡ―――高解離性有機電解質のアルコール溶液 

２、 塗布対象プラスチック製品 
透明ＰＭＭＡ（アクリル）板（１００ｍｍ×１００ｍｍ、厚２ｍｍ） 

３、 表面抵抗率測定装置 
シムコジャパン㈱製、ＳＡ－４表面抵抗計 

４、 測定環境状況 
静電気が発生し易い秋から早春にかけて、０℃～２０℃、２０～５０％ＲＨ可変条件の 
室内に静置した。 

５、 表面抵抗率観測結果 
観測年月日 測定環境 アンチスタＨ アンチスタＡ 

塗布後２ケ月後（１月１３日） ２６℃、２２％ＲＨ ２.５×１０８Ω/口 １.０×１０８Ω/口 
 〃 ３ケ月後（２月１５日） ２２℃、４８％ＲＨ ４.０×１０８ 〃 ２.０×１０８ 〃 
 〃 ５ケ月後（４月１１日） ２３℃、４６％ＲＨ ５.０×１０８ 〃 ３.２×１０８ 〃 
★、処理直後の表面抵抗率は、大略「アンチスタＨ」塗布面は１０８Ω/口であり、 
 「アンチスタＡ」塗布面は１０７Ω/口のオーダーであった。 

〔 考察 〕 

既存の表面塗布型帯電防止剤の多くは、これまでの製品のすべてがカチオン界面活性剤のアルコール溶

液の物であり、溶媒のアルコールと共に吸着水が存在している間は、イオン伝導性が働くが、溶媒系が

蒸発して表面各張力が弱まり、分子配列が乱れて疎密状態なると、帯電防止効果に支障を来し、処理直

後の１０８Ω/口を示した数値が１週間後には１０１０～１０１１のオーダー迄上がって来てしまい性能の

劣化が早い製品であった。 
それに対して、この製品が長期に固有抵抗率を半導体域にとどめているのは、性能発現物質の高解離性

有機電解質が抜群の電気伝導性を呈する物質を使用していることに由来するものです。 
さらに、疎水性のプラスチック製品の表面に拡散し安定化させる性能を特定のボロン化合物と連続相の

水が乾燥後には一体となって電流化が起きて長期に亘って性能を保持する製品となっているのです。 
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